
化学防護手袋の選択･使用時の留意事項

労働衛生に関する知識及び経験を有する衛生管理者、作業主任者等から作業場ごとに化学防護手袋
を管理する｢保護具着用管理責任者｣を指名し、化学防護手袋の適正な選択、着用及び取扱方法につい
て労働者に必要な指導を行うほか、保護具の使用状況の監視や化学防護手袋の適正な保守管理に当た
らせること。

平29･1･12基発0112第6号｢化学防護手袋の選択､使用等について｣ の要点解説

化学防護手袋｢保護具着用管理責任者｣の指名

労働者への教育

化学防護手袋を着用する労働者に、化学防護手袋の取扱説明書、ガイドブック、パンフレット等によって化
学防護手袋の適正な装着方法及び使用方法について十分な教育や訓練を行うこと。

化学防護手袋の使用上の留意事項

①化学防護手袋の着用の都度、予め 傷、孔あき、亀裂等の外観上の問題がないことを確認させ、手袋の
内側に空気を吹き込む等で孔あきがないことを確認させること。

②取扱説明書等に掲載されている耐透過性クラス等を参考に、作業に余裕のある使用可能時間を予め設
定、その設定時間を限度に化学防護手袋を使用させること。化学防護手袋に付着した化学物質は透過が
進行し続けるので、作業を中断しても使用可能時間は延長させないこと。また、乾燥、洗浄等を行っても化学
防護手袋の内部に侵入している化学物質は除去できないので、使用可能時間を超えた化学防護手袋は再
使用させないこと。

③ 強度の向上等のためにその他の手袋とあわせて二重装着した場合でも、化学防護手袋は使用可能時間
の範囲で使用させること。

④化学防護手袋を脱ぐときは、付着している化学物質が身体に付着しないよう、できるだけ化学物質の付着
面が内側になるように外し、その化学物質のSDS等に従って適切に廃棄させること。

化学防護手袋の保守管理上の留意事項

①予備の化学防護手袋を常時備え付け、適時交換して使用できるようにすること。

②保管する際は 直射日光を避け、高温多湿を避けて冷暗所に保管すること。また、オゾンを発生する機器
(モーター類、殺菌灯等)の近くには保管しないこと。

有害な化学物質が直接皮膚に接触することによって生じる皮膚の損傷等の皮膚障害や体内への経皮によ
る吸収によって生じる健康障害を防止するためには、化学物質を製造･取扱う設備の自動化や密閉化、適
切な治具の使用等で、有害な化学物質への接触の機会をできるだけ少なくすることが必要ですが、作業の
性質上、本質的なばく露防止対策を取れない場合には、化学防護手袋を使用することが必須です。

化学防護手袋は、使用されている材料によって、防護性能、作業性、機械的強度等が変わるため、対象
になる化学物質の有害性を考慮して作業に適した手袋を選択する必要があります。







化学防護手袋の選択に当たっては、日
本工業規格(JIS) T 8116〔化学防護手
袋〕や取扱説明書等に記載された試験化
学物質に対する耐透過性クラスを参考に、
作業で使用する化学物質の種類及び当
該化学物質の使用時間に応じた耐透過
性を有し、作業性の良いものを選ぶこと。

｢耐透過性｣、「耐浸透性」「耐劣化性」について

耐浸透性 の分類

クラス 平均標準破過点検出時間 (分)

６ ＞480

５ ＞240

４ ＞120

３ ＞ 60

２ ＞ 30

１ ＞ 10

日本工業規格(JIS) T 8116〔化学防護手袋〕

クラス 品質許容水準（AQL）

４ 4.0

３ 2.5

２ 1.5

１ 0.65

耐透過性 の分類

「浸透」：化学防護手袋の開閉部、縫合
部、多孔質材料及びその他の不完全な
部分などを透過する化学物質の流れ

品質検査における抜き取り検査で許容
し得ると決められた不良率の上限の値で
ある品質許容基準［AQL：検査そのもの
の信頼性を示す指標で数値が小さいほど
多くの抜き取り数で検査されたことを示す］
を指標に、耐浸透性を クラス１(品質許
容水準[AQL]0.65)からクラス４(品質許容
水準[AQL]4.0)の４つのクラスに区分して
いる。

発がん物質等、有害性が高い物質を
取り扱う際には、クラス1などAQLが小さい
化学防護手袋を選ぶことが望ましい。

クラス 変化率

４ ≦20

３ ≦40

２ ≦60

１ ≦80

耐劣化性 の分類
｢劣化｣：化学物質との接触によって、化
学防護手袋材料の１種類以上の物理的
特性が悪化する現象

耐劣化性試験で、試験した各化学物
質に対する物理性能の変化率から、耐
劣化性をクラス１(変化率80％以下)から
クラス４(変化率20％以下)の４つのクラス
に区分されている。

なお｢耐劣化性｣は、JIST8116の”任意
項目”で、耐透過性、耐浸透性に比べ、
短時間使用する場合の性能としての有
用性は低い。

耐浸透性について

耐透過性について

耐劣化性について


